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はじめに
この主人公は歴史上の人物ジャン・ダルク (Jeanne d'Arc 6. 1. 1412- 30. 5. 1431)1 で, ｢ダル
ク｣ は彼女の父親の姓 ｢アルク｣ に ｢の｣ を表す<de>が前につき, リエゾンしているので, ｢ア
ルクのジャン｣ とでもなろう. 彼女は 13 歳のとき神の声を聞き, その後故郷の村ドンレミ
(Domrmy) を後にし, 1429 年自らを ｢ジャン・ラ・ピュセル｣ (Jeanne la Pucelle, Pucelle
は ｢乙女｣ の意であるから ｢乙女ジャン｣) と名乗り, 突然世界史上に姿を現わす. すなわち,
その年の 5 月, 彼女はフランス太子の軍を率いて, イギリス軍に包囲され陥落寸前であったオル
レアンを解放し, さらにその太子をランス (Reims) で戴冠させ, シャルル 7 世 (Charles Ⅶ.
国王在位 1422/29-61)2 として正式な国王にしたのである. その後も彼女は休むことなくイギリ
ス軍を追い出すために戦うが, 様々な政治的策謀の中で敵方に捕えられ, 宗教裁判にかけられ,
1431 年 5 月 30 日ルアン (Rouen) の広場で異端・魔女として火刑に処され, 19 歳の若さでこの




彼女の死から約 370 年後, ドイツの詩人フリードリッヒ・シラー (Friedrich Schiller 1759-
1805) はこの乙女を取り上げ, 1801 年 4 月 16 日この戯曲を 『オルレアンの乙女』 (Die




(Voltaire 1694-1778) はシラーに先行して, この自分の同国人を描いた叙事詩に 『オルレアン
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うに戯曲化したか, すなわち ｢魔女｣ か ｢聖女｣ かという宗教問題, 王位継承権の争い, 民族国
家の形成という問題を, どのように主人公ジャンという乙女の悲劇に融合したかを見て行きたい.
ヴォルテールとシラーの ｢乙女｣ の意味
シラーがヒューム (D. Hume 1711-76) の 『英国史』, そしてフランス語で書かれた数冊の関
係本などを読み, この作品の準備をしていたことは知られている4. さらにアンニ・グートマン




ば, フランス語ではシャルル (Charles), ジャン (Jeanne) であるが, ドイツ語ではカール
(Karl), ヨハンナ (Johannna) となり, この後者に統一したい. では, 始めよう.
シャンパーニュの州境にある無名だった寒村ドンレミが, 百合を紋章とするフランスの王家と
民族に栄誉の冠を授けることになる救国者, ヨハンナを生みだした. こうヴォルテールは歌い出
し, 王家と民族が主題であることを明らかにしている. ところが, ｢その村の司祭はたいへん信
心深く, 祈祷でも, 食卓でも, ベッドでも, 神に新しい仕え方をしていて, この彼がヨハンナを





で ｢馬｣ の世話係になり, 町中の評判になった. 彼女の外見は立派で, たち振る舞いはとてもし
とやかで, 黒いぱっちり目は輝き, まっ白な歯は均整がとれ, 身体は食べてしまいたくなるよう
な魅力に溢れ, 日焼けした胸は誇らしげに膨らみ, タラール (法衣) をまとった裁判官であれ,
兜をかぶった兵士であれ, さらに僧衣に身を包んだ司祭様さえ誘惑されてしまいそうな, そんな
魅力がほとばしり出ていた. つまり, 彼女は動物のような男たちが通う飲み屋の給仕女になった
のだ. 彼女は大きなポットを手に店中を歩き回り, 町民や貴族にも, そして盗人の団体様までに
も, ぶどう酒を注いで回り, その際にびんたを食らわせて, 厚かましくもお尻などに伸びて来る
動物的な手から逃れる術を心得るようになった. 彼女は朝早くから夜遅くまで働き, よく笑って
いるうちに, この ｢馬｣ の手綱を取って, ゆっくり引き寄せ, たてがみにブラシをかけ, 傷口に





いたのは神のごとく深き知恵を持ったディオニュース (Dionys) であった. ｢宝｣ (Schatz) は
もちろん恋人などを呼ぶ時の ｢大切な人｣ の意で, ここではヨハンナを指しているが, 問題はディ
オニュースである. この固有名詞<Dionys>は元来デイオニュージウス<Dionysius>という古代
ギリシアに由来する男性名で, ｢ディオーニュゾス<Dionysos>神に捧げられた者｣ という意味が
ある. 中世にこの名前が好んで付けられ広まったが, これには 3 世紀の聖人ディオニューズス崇
拝が影響している. この聖人はパリの初代司教で, カトリックでは ｢14 救難聖人｣ (Nothelfer)
の一人とされ, 伝説では, 首を刎ねられた彼はそれを手に持って, 彼の名にちなんだ聖
サン
デニ
(Saint Denis) 教会に歩いて戻ったという. この教会はパリから北に 10km のセーヌ川沿いにあ
る同名の市に建ち, カーロリンガ, カーペティンガ王朝がこれを厚遇し, その歴代の王墓がここ
にある. この教会の名<Denis>はあの聖<Dionysius>の短縮形である. それゆえヴォルテールの
聖人ディオニュースはこの古くからフランス王家を守る聖ディオニューズスで, その彼が百年戦
争の末期に出てきて, この乙女にテコ入れをして, この国を守ろうというのであろう. シラーの
作品でも, この教会名がカール太子の将官ラ・イールの台詞を通して第 1 幕第 5 場に出てくる.
太子の実の母である女王イザボ (Isabeau) が, ブルグンド (Burgund) 公と共にイギリスと同




にされている. すなわちフランスは分裂し, 実の母と子が敵対している, そうシラーは舞台設定
している.
この聖人の名前でもう一つ見逃せないことがある. 先述したように, これは古代ギリシアのディ
オーニュゾスに由来するのであって, ローマ神話がそれをバッカス (Bacchus) という名で受け
継ぐが, どちらも酒神である. この点を考慮すると, ヴォルテールがその ｢酒の神｣ に由来する
名の聖人にヨハンナを先ず場末の酒場に導かせ, ぶどう酒を客に注ぎ, 獣のような男をあしらう
術を身につけさせたのも頷けよう. シラーの悲劇でその役を担うのは太子の母親イザボである.






し, 告解の椅子から覗き見やスパイもするという比類のない輩で, エジプト, ヘブライ, ギリシ
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アの魔術にも通じたサタンで, カバラ (Kabbala) によってヨハンナがイギリスを脅かす危険人




が何と, 彼の知らないうちに, 無学の間抜けがこの乙女の前に現れ, あらゆる機会を利用して彼
女に言い寄るので, 彼女の内なる種火が外に向かって燃え上がるのをかろうじて抑えているのは,
ただ羞恥心だけという状況になってきた. つまり強力なライバルの出現である. 彼はその間抜け
な男を, ｢二人で仲良く彼女をものにしよう｣ と言いくるめ, 魔法の本を手にして, モルフォイ






(jus primae noctis) を行使するかを決めるのだが, もちろん魔術によりイギリス僧サタンの方
にそれが転がり込んできた. そのとき何と, 驚くべきことに, ディオニュースがその間に割って
入って来たのだ. あの聖人がフランスの危機を救いに来たのである. 二人のライバルはガタガタ
震えだし, 仰天して尻もちをつき, あっという間にずらかってしまったが, ヨハンナの方は目覚
めて, 自分の純潔が汚される所であったことに気づいて, 恐れおののいていた. その彼女にディ




の上に神の怒りを滝のように打ち注ぐ器にお前はなるのだ. 乙女よ, 立て, わしについて来い.
お前の下等な性
さが
(Wesen) は捨てろ. これより先, お前の名は歴史の英雄の列に連なるのだ｣.
この言葉を聞き, 次第にこの酒場女の心に戦士の魂が燃え上がってきた. そしてディオニュー
スに連れられて, 教会に足を踏み入れるや否や, 雲間から立派な甲冑が, さらに続いてデボーラ
(Deborah) の兜, ダーフィト (David) の投石機, ジムゾン (Simson) の骨, そして最後にユー




名は, イギリス側に捕縛され, 神に助けを乞うヨハンナの口を通して出てくるので, ここで旧約
のその箇所を見てみよう. この彼に関する記述は ｢判事の書｣ の第 13-16 章にあり, 彼はイスラ
エルを支配していたペリシテ人に反抗したので何回も捕縛されるが, そのつどユダヤ民族の神は
彼に力を与え, 救う. その一つがヴォルテールの利用した ｢骨｣ の件である. ジムゾンは二本の
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新しい綱で縛られていたが, 主の霊が下り, 彼の腕を縛っていた綱は火で焼かれた麻糸のように
なり, 解け落ち, 彼は自由になった手で, 落ちていたロバの下顎を拾い上げ, 1000 の人員をそ
れで撲殺してしまうと, その顎は捨ててしまった7. これが骨だけになり, 紀元後の 1430 年頃ヨ
ハンナのもとに, ヴォルテールによって, 届けられたわけである. 次にまた彼は捕縛されてしま
うが, 今回は綱によってではなく金属製の枷をはめられ, 眼球をえぐり取られ, 牢の中でロバの
ように臼を挽かされている. ペリシテ人は彼らの神に捧げるお祭りのため神殿に集まり, 彼を慰
みものにしようと, 牢から引き出す. 引き出された彼は神殿を支えている二本の大きな柱に両手
を当て, ｢神なる主よ, 私のことを思い出し, 今回も私を強くしたまえ, ペリシテ人に復讐をす
るために, 私の両目の復讐のために｣ と言いながら, その両柱をしっかと掴み, グイと持ち上げ,













旧約の英雄は牢ではなく, 異教の神殿を倒壊させ, 多くの敵を巻き添えに死ぬが, シラーの乙女
は鎖を引きちぎって, 戦場のフランス国王を救出しようと, 敵の中に切り込んで行く. そしてど
のような結果になったのかについては後に回すことにして, ヴォルテールの続きに戻ろう.
ヴォルテールの乙女は旧約の英雄たちの武具をまとうと, 胸の内で名誉欲がふつふつと湧きだ
し, 彼女が馬を呼ぶと, 何と, 美しく可愛いロバが緑野を駆けてやって来た. 馬を呼んだのに,
やって来たのは小さなロバとは, どうも博識の啓蒙主義者ヴォルテールは 『ドン・キホーテ』 の
作者セルバンテスに倣って, 当時の魔女・聖女伝説をここでも徹底的にパロディ化しているよう
だ. とにかく, 乙女はその駄馬にまたがり, 聖人ディオニュースは光に乗り, 太子のもとへ急ぐ
のだが, トゥール (Tours) に向かうには, 途中イギリスの陣営を抜けなければならない. そこ
では高慢なイギリス人たちがフランス・ワインをたらふく飲んで, 深い酩酊状態でぐっすり寝込





(Chandos) 大将が若い小姓の横で寝ていた. 彼女はインクを指先につけ, 白い尻を上に向けて
眠っている若造のそこにフランス王家の三本の百合を描き, 側の英雄さんからは剣を取り上げ,
パンツ (Hose) を脱がせて, ずらかった. 朝になり, 目覚めた大将はその狼藉を目のあたりに
し, ｢これは悪魔の仕業に違いない｣ と怒り狂い, 剣もパンツもなしで, その犯人追跡に取り掛
かるのだった. ヴォルテールはイギリス陣営の杯盤狼籍ぶりと男色に対する乙女の悪戯, さらに
やられた方の反応をコミカルに描いている. イギリス側が宗教裁判で彼女を裁いたとき, ｢彼女
は魔女である｣ と主張したのだが, フランスの啓蒙家はそういう説の出所をこのように描き, 笑
い飛ばしているのであろうか. シラーもその魔女説の出所を同様に最初はイギリス側にしている
が, 後に乙女自身に迷いが生じ, フランス側にも彼女はそうではないかという疑惑が生まれると
いう筋立てにしている. それについては後述することにして, ここで注意すべきことは, シラー
はヴォルテールと逆のことを乙女に先ずやらせていることである. すなわちこのようなエロチッ
クな ｢悪戯｣ をではなく, 聖人が勧め, 高貴な乙女が拒否した皆殺しの虐殺の方をヨハンナに果
たさせるのであって, その様子を第 1 幕第 9 場で騎士ラウールにこう報告させている.
それは戦いなどと呼べるものではなく, まさに屠殺でした. 981




そして, 聖人ディオニュースと乙女ヨハンナは国王の城に着く. ここで聖人は, 勇敢な兵士で,
良きカトリック教徒, そして優れた雄弁家というロジェ・ボドリクール (Roger Beaudricourt)8
に姿を変え, 王に向かって, ｢これはまた何ということだ, 王が愛の奴隷とは. あなたの腕はま
だなまったままで, 残忍な敵がフランスの王座にすわって威張っているというのに, 恥ずかしく
思わないのか. 起きて, 武具をつけられよ. この勇ましい乙女に従って, 王位を取り戻されよ｣
と, 熱弁を振るって説得すると, 愛で占められていたこの支配者の心に名誉心が沸き立ってきた.
しかし同時に, ｢ひょっとしたら, この乙女は悪魔の使いではないか｣ という疑念も湧き, どん
な女の子も顔を赤らめてしまうに違いない質問をした. ｢お前は本当に処女 (Jungfrau) なのか｣,
｢はい, 偉大なる王さま. 私はまだそうでございます. あなたの御典医, 大奥の老女, 聖職者そ
れに学校のうるさ方に, 私の女としての機密を検査するよう命じて下さいませ｣.
この節度ある賢明な答えを聞くと, 王は ｢この乙女は本当に神の霊感を受けている｣ と信じる
ようになり, さらに ｢昨夜わしが美しい女に何をしたか言ってみよ｣ と訊ねた. 乙女はびっくり
しながらも, ｢何もなさいませんでした｣ と答えると, 王は跪いて, 大声で ｢奇跡が本当に起こっ
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た｣ と, 十字を切りながら叫んだ. その間に先ほど呼ばれた者たちがヒッポークラテスの本を手
にやって来て, ぴんと張った乳房の精密検査から始め, (中略) 彼女はすべての検査を受け入れ,
合格した. それが済むと彼女は王の御前に戻り, 途中で奪って来たあのイギリス大将のパンツを
王に差出し, ｢私の腕力と純潔にかけて, あなたはランスで聖香油を注がれ, イギリス軍をオル
レアン市から駆逐されることを請け負います. さあ, 私について来て, 神があなたに選ばれた使
命を果たしなさいませ｣ と言うと, 城中の者は全員拍手喝采で, 城門を開け, 出陣して行くカー
ル太子の胸には大勝利の予感で一杯になり, 愛人アグネス (Agnes) のことなどすっかり忘れ,
残されたこの女の方は朝のまどろみの中で彼を抱擁している夢に浸っているのであった. 聖人ディ
オニュースは乙女に敵のタルボット (Talbot) を亡き者にすることを命じ, 今後ずっと勇気
(Mut) と貞操 (Tugend) を保つことを誓わせ, 再び天に昇って行った.
以上がヴォルテールの叙事詩の概略である. 彼はジャン・ダルクを魔女と決めつけた非科学的
な宗教裁判に対して, 彼女の ｢無実｣ (Unschuld) を ｢処女｣ (Unschuld) であることにすり替
え, 面白可笑しくパロディ化していると言えよう. しかし彼は侵略者イギリスに対しては完全な
ナショナリストで, この不道徳なサタンの輩に ｢性女｣ にされかかった乙女を聖人ディオニュー





ルテールと同じ 『オルレアンの乙女』 というタイトルをつけたこの作品に, シラーは ｢ロマン的
悲劇｣ (eine romantische Tragdie) と副題を付けて, この>Unschuld<そして民族の問題をど
う扱っているのだろうか.
歴史と文学作品の関係
この作品完成の 4 年後シラーはこの世を去るのだが, その後歴史はフランスとの戦争と 1871
年のドイツ統一へと進み, それに合わせてこの戯曲も民族主義的に解釈される傾向が次第に高ま
り, ナチスの支配下で最高潮に達した. そして同じ民族主義でも, 世界大戦後の植民地では列強
異民族による支配を駆逐しようとする独立運動を励ますものとしてこの作品は受け入れられた.
ヘルムート・ブラント (Helmut Brandt) はこれについて, ｢『オルレアンの乙女』 は国民的歴
史的事件における外国の抑圧者に抗した民族戦争を表しているのですが, その国民は当時ドイツ
を最も脅かす隣人でしたし, 次の世代ではもう》不倶戴天の敵《となりました｣9 と, その作品で
扱われているのは確かに民族解放戦争であるが, しかし ｢これは人類の利益には反して行われる
べきものではなく, 国民の正当な利益に役立つ時のみ, そして人間らしい目標を実現する過程に
ある時のみ, その戦争を肯定する｣10, これがその詩人の世界市民的立場であると書いている. シ
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ラーの歴史的立場としては勿論そうであり, 彼のこの意見には頷けよう. では, どのような世界
市民なのか？
歴史上のヨハンナは 1430 年 5 月 23 日イギリスとブルグントの同盟軍に捕えられ, 宗教裁判で
火刑に処せられるが, シラーのヨハンナはイギリス側だけに捕えられるのであって, この時ブル
グント公は既にフランス太子と和解している. それゆえイギリス側から言えば彼は ｢裏切り者｣
(3426) となっている. 彼はこの彼女を救出しようとフランス国王と共に出陣し, 捕縛され塔に
捕らわれていた彼女はその戦いの最中に脱出し, 劣勢になっていたフランス軍の国王を救い出す
が, 彼女の方は戦死する. それゆえ宗教裁判の被告人はいないので, その開廷も火刑も不可能と
なる. これはまさに歴史の改竄で, しかも次のような二つもの改変であるが, これらはシラーの
手にかかると文学的な美しい改作となる. その改変の一つはブルグンド公の ｢改心｣ (1805ff.)
である. これより ｢フランス人の血が流されなく｣ (1719) なり, ヴォルテール流のイギリスは
悪魔でフランス側に聖人ディオニュースとその命を受けた乙女が付いているという完全な民族主
義とは異なった趣を呈し, 後に詳述するように, 私欲・私怨による王位継承戦争から民族 (解放)



























たったの 15 詩行でフランスの国情と, この戯曲の重要な要素を見事に表している. この舞台




ある. その王位を継いだのは傍系 2 代目のフィリップ 6 世 (Philipp Ⅵ. 1293-1350, 王位 1328-
50) で, 彼がヴァルワ (Valois) 朝の創始者になる. この彼にイギリス国王エドワード 3 世
(Edward Ⅲ. 王位 1327-77) が王位継承権を主張したことからこの戦争は始まるのだが, この
イギリス国王は彼の父エドワード 2 世 (Edward Ⅱ. 王位 1307-27) がフランス・カペ朝の国王
フィリップ 4 世 (Philippe Ⅳ. 王位 1285-1314) の娘イザベラ (Isabella) と結婚し, その息子
が彼であったからである. そういう観点から見れば, この戦争は葬儀後に血族間の相続争いから
起きたものなのだが, その原因は政治的な思惑から, そして身分に相応しい相手を選んだ末の王
族間の国際結婚にあったと言えよう. つまり, これは王家の親戚同士, つまり同じ血筋同士の争
いである.
この争いはシラーの乙女ヨハンナが年頃になった頃も断続的に続いていたが, その歴史の主人
公は替わり, イギリス王はハインリッヒ 6 世 (Heinrich Ⅵ. 1421-1471, 王位 1422-61, 英名
Henry) で, フランスではカール 7 世 (Karl Ⅶ. 1403-61, 王位 1422-61) であった. その後者は
ヴァルワ朝 5 代目の正式な王になるはずであったが, 戴冠式も挙げられず, ティボの台詞にある
ように, 首都であるパリの市民にも国王として認められず, ブルグント (Burgund) 地方を治
める最も近い血筋の公爵フィリップ (Philipp 在位 1419-67) にも, さらに実の母である皇太后
イザボにもイギリス側に付かれ, 敵対されていた. このティボの台詞で興味深いのは ｢ダーゴベ
ルトの昔からの王冠｣ である. このダーゴベルト (Dagobert 605/10-39, 王位 629-39) は全フ
ランク王国を自ら治めたメロヴィンガ朝最後の国王の名前で, その宰相ピピーン (Pippin 714-
768) が次のカーロリンガ朝を開くことになる. つまり血筋による王朝はメーロヴィンガからカー
ロリンガに, そしてここでもカペからヴァルワへと変わっているが, シラーはこの農民に支配階
級の ｢私家の血｣ という小異に捕らわれず, ｢これまでの国王はダーゴベルトからずっと, イギ
リス人とは違うフランス人の血で受け継がれてきた｣ という民族主義的な観念で考えさせている.





ジャン・ダルクの宗教裁判そのものがローマ・カトリック (katholisch, ｢普遍的｣ の意) 体制
が各民族の特殊性顕在化により崩壊しつつある時期に行われている. それゆえこの裁判はローマ
の教皇とは関係なく行われ, イギリスの政治的影響の濃いものであった. 既にこれ以前には教皇
の ｢アヴィニョン捕囚｣ (Babylonisches Exil 1309-77) とシスマ (Schisma 1378-1417) があり,
これも ｢普遍的キリスト教｣ 支配の終焉を示すものであった. 歴史上の乙女ジャンは ｢主よ, 来
たれ｣ (Veni, Creator) と歌いながらオルレアンを解放し, 彼女の旗には ｢イエズス・マリーア｣
(JHESUS MARIA) と書かれていたが, これらは ｢フランス側に神は付いているのであって,
イギリス側にではない｣ という民族主義的意識を表している. それゆえイギリス側も同じ理由で,






フランス・ヴァルワ朝ではあの創始者に続いてヨハン 2 世 (Johann Ⅱ. 王位 1350-64), カー
ル 5 世 (Karl Ⅴ. 1338-1380, 王位 1364-80), カール 6 世 (Karl Ⅵ. 1368-1422, 王位 1380-1422)
にと, イギリスではあのエドワード 3 世に続いて, ハインリッヒ 4 世 (Heinrich Ⅳ. 王位 1399-
1413), ハインリッヒ 5 世 (Heinrich Ⅴ. 1387-1422, 王位 1413-22) にと, 代が替わっていた.
これだけ代替わりして両王家間の血筋は薄くなっていたが, そのイギリス王はリチャード 3 世に
倣って再びフランス王位を要求してきた. それはフランス国内に付け入る隙があったからである.
1380 年カール 5 世が他界した時, その世継ぎの 6 世はまだ 12 歳であったため, その後見役と
して叔父のブルグント公フィリップ (Philipp) らがその摂政政治を私家に有利に行い, 幼い王
の領地を略奪などして, 中心を失ったフランス国内の貴族はバラバラ状態になっていた. ようや
くカールは成年に達し, 自ら政治を行えるようになるが, 1385 年に結婚したバイエルン家出身
のイザボは自由奔放な性格で, 祝宴やパーティ好きで, そこでの色恋沙汰が噂に上るようになり,
それに嫉妬したのであろうか, 1392 年王は精神異常を来たす. そのためこの王妃は摂政として
親戚のオルレアン公やブルグント公と共に国政を執り仕切るが, 彼女はひいきにしていたオルレ
アン公ルートヴィッヒ (Ludwig) と結び, あの贅沢で恋多き生活で国家財政を圧迫させ, その
彼が 1407 年に殺されると, ブルグント公ヨハン (Johan) と結ぶという王妃であった. こうい
う状況下で同じ血筋でありながら, 又はあるが故か, オルレアンとブルグント両家は権力争いを
始める. 1403 年には狂人の国王とその妃の間に息子カールが生まれ, これがこの戯曲ではドフェ
ン (Dauphin, ｢太子｣ の意) と呼ばれ, 後に国王カール 7 世 (Karl Ⅶ 1403-61, 王位 1422-61)
となるのだが, このような状況での誕生であるため, 母から見れば気違い夫の息子, 息子から見
ればさらに本当に父の子かという恐怖疑惑に苛まれたとしても不思議はないであろう. 百科辞典
などでは, このカールが王位に就いたのは父の死の 1422 年とされているが, 当時のこういう実
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情, すなわち自分に正当な相続権があるかという自然な疑念, そして戴冠式を済ませていないと
いうことから, 彼は実際ほとんど ｢ドフェン｣ と呼ばれていたのである. シラーもそれに倣って
第 1 幕第 10 場で, この彼と初会見したヨハンナに ｢太子｣ (1023) と呼ばせている. さらに, パ
リ・サン・ドニ教会でイギリス国王ハインリッヒ 6 世がフランス王として戴冠される式典の様子,
そして皇太后イザボの ｢フランス人ども, 私に感謝すべきだよ, 病気の幹に清い枝を接ぎ木する
この品種改良が, 気違い親父の生まれ損ないの息子から, お前たちを守ってやるのだからね｣
(第 1 幕第 4 場, 734ff.) という発言も, この事情を反映したシラー創作の台詞である. ここで
ついでに断っておきたいことは, 劇中ではこの戴冠式がドフェンのランスでのそれより先に済ま
されているが, その歴史的順序は逆ということで, 後者は 1429 年 7 月 17 日にカール 7 世となり,




ようになった｣11 とあるが, これはイザボの ｢あいつは子の分際で母の道徳の裁判官をやりおっ
た｣ (1404) という台詞で表されている. しかし既に示唆しておいたように, この彼女の性癖を
劇中でリアルに批判する役はイギリスの軍人ライオネル, トルボトそしてブルグント側にシラー




ライオネル ご夫人, パリにお戻りを. 私どもは優れた
武器で勝利をつかみたいが, 女どもによってなど願い下げだ. 1380
トルボト お帰りを. あなたが陣営に来られて以来, 何もかも
左前になり, 私どもの武器はなまってしまった.














そういう ｢自由｣ と ｢権利｣ を主張する彼女は, ｢この男を私にくれ｣ とライオネルを指して,
｢お前は私の気晴らしの同伴にちょうど良い｣ (1454) と彼を所望し, 選ばれた彼の方は, ｢きっ
と必ず, 私どもがとっつかまえたフランスの少年を送って差し上げよう｣ (1457f.) と切り返し,
イザボの方は怒って去って行く. 何のために少年を捕まえて来たのかは, ヴォルテールが叙事詩
で歌ったイギリス陣営の描写にあったものと同じであろう. シラーによって創作されたイザボは
戦場にまで彼女流の ｢自由と権利｣ を振りまき, その彼女にこの詩人は乙女ヨハンナの ｢純粋・
無垢｣ を対照化している.
歴史に戻るとして, 前述したようにカール 6 世が亡くなる前のフランス国内はブルグントとオ
ルレアン両家の権力闘争, そしてそれを治めるべき国王は精神病を患い, 無力であった. これを
ついてイギリス王ハインリッヒ 5 世は 1415 年にその王位を要求してきた. そして再び戦争が始
まるのであるが, 1417 年イギリスに襲撃されたノルマンディ住民が国王に援助を求めると, 国
王軍の司令官となっていたダルマニャク (d'Armagnac) は ｢ブルグントとの戦いで忙しいから｣
と, 内戦を理由にその救援要請を断る始末であった12. 他方これに対抗するブルグント家の方は
フランドル地方の毛織物業との利害関係から親英的で, 既に 1416 年 10 月にはイギリスと同盟関
係にあり, 王妃イザボはこのブルグント公と結んでいた. そして首都パリで暴動が起き, このブ
ルグント勢の支配に委ねられ, 太子はそこから逃げ出さざるをえなくなる. 1419 年にはこのカー
ル太子の友人ドゥ・シャテル (du Chatel) がマンテロ (Mentereau) の橋の上で, ブルグント






飛んでくる矢の的になるだけで, 例えば 1415 年のアゼンクール (Azincourt) の戦いは中世戦




この戦争は 1420 年のトゥロワ (Troyes) 条約で一時的に収まるが, その内容は領土の分割は
もちろんの事として, さらに王家の娘カタリーナ (Katharina) は戦勝国の英王ハインリッヒ 4
世と (人質として？) 結婚し, その彼をフランスの摂政 (Regent) として任命するというもの
で, これは王妃イザボが精神病の夫カール 6 世に強要したものであった. 彼女にはどうも国民と





全体がイギリスになびくことにはならなかった. その 2 年後の 1422 年, まずイギリス国王ハイ
ンリッヒ 5 世が, その 2 ヶ月後に精神を病んでいたカール 6 世が亡くなり, 前者の息子はハイン
リッヒ 6 世として英国王になったが, 何分まだ生後 10 カ月という若さのため, あの条約に従っ
てパリで摂政役を務めていたのはイギリス人ベッドフォード公爵13で, それと同盟しているフラ
ンス方が皇太后イザボとブルグント公である. そして普通なら父王を継いでカール 7 世になるは
ずの彼は相変わらず ｢ドフェン｣ と呼ばれ, 両河の間をさ迷っている状態である. これが農民ティ
ボの 15 詩行の台詞の史的内容である.
この項を終えるに当たって付け足しておきたいことは, 歴史的イザボは ｢夫カール 6 世が
1422 年に他界すると政治的影響力を失い, 1435 年この世を去る. そして, イギリス王ハインリッ
ヒ 6 世 (1421-61, 王位 22-61) は, 先王ハインリッヒ 5 世とフランス王家から来た王妃カタリー
ナ, すなわち 1420 年のトゥロワ条約によりイザボとカール 6 世の娘との間に生まれた子であ
る｣14. それゆえ乙女ヨハンナが歴史上に登場した 1429 年の百年戦争では, 26 歳のフランス太子





を救い, その女としての ｢性｣ から脱し ｢聖｣ なる任務に就くよう導いていた. その前者にのめ
り込み, 貴族的社交界で気ままに楽しみ, 民族も人民のことなど考えもしない歴史上のイザボが







勢で嵐からしっかりと守ってくれる家となるのは, 勇敢な男の誠実な心だけだ｣ (33f.) と決心
し, 三人の若者との結婚を決めようとしている. 二人の娘はそれを喜ぶが, ヨハンナだけは一風
変わっていて, 父が見つけてきた花婿候補に見向きもしない. 彼女は夜に家を出て, ｢十字路
(Kreuzweg) を通って歩いて行って, 山の風と密やかに話をする｣ (88f.) のが, 古老たちが恐
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よ｣ (109ff.) とヨハンナをかばうが, 父親の方は娘が ｢ランスで王座に座り, 父のわしも, あ
れの二人の姉, 国王までもがあれの前でひれ伏している｣ (Vgl. 115ff.) 夢を何度も見て, ｢あ




て来て, 第 3 場となる. 農夫に相応しくない物を手にしているので不思議がると, 彼は町なかで
色黒のボヘミア女が ｢兄さん, あんた兜を探しているんだろ｣ (173) と話しかけて来て, それを
押し付けると, 知らない間に人ごみの中に姿を消していたという話をすると, 突然ヨハンナはそ




町を完全包囲し, 王妃イザボは ｢鉄の鎧をまとい, 陣営を馬でかけ回り, 毒気のある言葉で民兵
(Vlker) どもの怒りを, 胎内で育んだご自分の息子に向けるよう煽りたてている｣ (240ff.),
イギリスのライオネルとトルボトは厚かましくも ｢女はみんな凌辱の捧げ物に, 刀をふるう奴は
刀の餌食にしてやると豪語｣ (252f.) している, これに対抗するフランス ｢国王はシノン
(Chinon) で城を守っているのが精々で, 兵力不足で戦場では持ちこたえられず｣ (273f.) とい
う状況下で, ｢一人の騎士がわずかな兵をかき集めて, 16 旗をなびかせ, 王様のもとへと向かっ
ているだけ｣ (284ff.) という物理的現実で, 既にオルレアンの運命は明らかである. 皆はこの
現実を受け入れ, ブルグント公と太子との嘆かわしい対立には, ｢いつかブルグントとフランス














｢奇跡はもう起こりはしない｣ (314) と, 父は ｢何か霊が娘っこに憑いたのか｣ と ｢あきれ果て










人間であられるのに, 敵意に満ちた (feindselg) この地上で
慈悲の天使でもあられるのですわ ― だって,
金色に輝く王様の御座は寄る辺なき人々を 355









そんな王が私たちと, 父と子 (Shne) の関係になれるの. 365
乙女ヨハンナは現実世界を ｢敵意に満ちた｣ ものと見て, それを善く支配できるのは ｢嫉み｣
を知らない国王だけと考えている. 彼は産業を守り, 都市を発展させてくれる人間であり, 同時
に ｢慈悲｣ の心を持ち, 善良な国民と理解し合えるのにはその国で生まれ育った者だけであって,
他国の者にはそれができないという民族主義者でもある. これはナチスの ｢遺伝生物学｣ に則り,
アーリア人種 (ドイツ人) は最も優秀で, 劣等な ｢血｣ を持つユダヤ人はドイツの ｢地｣ から抹
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殺しなければならない, という ｢血と地｣ (Blut und Boden) の政治とは無縁のもので, 相互
理解のための言語と共通体験という文化的なものである. それを基にして, このフランスに天上













































｢行け, お前は私があることを, この世で示すのだ｣ と.
彼女は神の命を授かったと思っている. 略した第 401-6 詩行で, ｢その方｣ は旧約に出てくる
モーゼ, そしてイザイーアスの息子に預言した神であることを明かしている. それはイエーズス
































第 409 から 24 詩行までがヨハンナに樫の木から命じた声である. この第 432 詩行で, 戦火が
まだ及んでいない牧歌的な自然の故郷を舞台とした前場は終わり, そこから乙女ヨハンナは第 1
幕に, 神の戦士として百年戦争という歴史の舞台に登場するのだが, ｢高慢なイギリス軍を打ち
破り, ランスでフランス国王の戴冠式を挙行せよ｣ という預言を携えてである. ここで重要なの
は, その実現を故郷の村人 (人民) も望んでいることであり, それ故ヨハンナは神に選ばれた人
民側からの民族主義の代表である. しかし問題なのは, その神託がどのような神から預けられた
のかであり, ジプシー女からの兜をヨハンナは神からのものと思っていることである. それを被っ
ていると, 一神教のキリスト教徒の彼女なのに, 体内に ｢神々｣ (Gtter) の力が満ち溢れて来
るのである. 異教徒の, その中でも古代ギリシア・ローマの神々が登場人物の種々な気持ちと感





あらゆる (神々の) うちで, 一柱を富ますために 99
この神々の世界は滅びなければならなかった.16
その世界が第 1 幕以降, キリスト教の神も含めて展開するのだが, 黒騎士以外神々が直接登場
することはないにしても, ホーマーの英雄叙事詩を思わせる登場人物の描写を通してである.
現代と文化 第 124 号
18
太子の仮宮殿では
第 1 幕の舞台はカール太子の仮の宮殿である. そこでカールは愛人アグネス・ソレル17
(Agnes Sorel 1422-50) を楽しませるため, ｢オルレアンが危ない｣ (443) というのに, 芸人を
呼んで, 愛人のための宴を催している. このような国王に愛想を尽かし, ｢元帥は預かった剣を
返却し｣ (455), 出て行ってしまった. そこにデュノワ男爵が登場するのだが, この男爵はオル
レアン公の庶子である. この町は王党派の重要な町であるので, 当然それを救おうと太子は出陣
の用意を整えていると思いながら来て見れば, この様子で, 彼は立腹する. しかしこのカールを,
ヴォルテールの聖人が訪れた時の性人カールとは少し, もちろん王妃イザボとは大きく違う ｢愛｣













両者は共に人類 (Menschheit) の高みに住んでいるのだ. 485
この文人太子の水準がどの程度のものかは, 彼が呼んだ者が ｢手品師と吟遊詩人｣ (457f.) で





































ドの傭兵が ｢今日にも未払いの給料を払ってくれなければ, ずらかるぞ｣ (587f.) と騒ぎ出した
という報告が来る. 軍用金はとっくに底をつき, これまで領国を抵当にした借金で何とかしのい
できたが, もはやそれも叶わずという逼迫状況が明らかになる. オルレアンには ｢援軍を送って
くれ｣, 傭兵には ｢金を払え｣ と迫られ, カールは絶望的に,
予が地団駄を踏めば, 地から軍隊が出てくるか.





血なら持っているが, 予には銀貨も, 兵士もないのだ. 600
ここに太子の愛人ソレルが登場し, 彼女は自分の愛する男が置かれている状況を知り, 自分の





















女はまさに ｢愛人｣ 以上の者として形象され, さらにあのイザボと対照をなしている. 彼女は賢
女で, 太子を励まし, 愛している. 彼はこれを聞くと, 微笑み,












この太子カールはどうも男らしく, 自ら積極的に決断できず, 何かに頼りたがるようだ. とこ
ろで, 中世フランスの ｢クレルモン｣ と名指されてはいるが, ｢予言｣ とか ｢予言者の｣ という
言葉とその内容は, 古代ギリシアのデルポイにあるアポロンの神託を感じさせないだろうか. こ
れが前述したように, 中世キリスト教の支配するフランスにありながら, 様々な古代の神々が出
てくるシラーの設定した舞台である. この ｢神託｣ とその謎解きは, まるでゾフォークレスの





て殺されている. その子フィリップ (Philipp der Gute, 1419-67) が現在のブルグント公で, こ
の彼は外交工作に来たラ・イールに, 和議などという話の前に, ｢いきなり, こちらの話には耳
も貸さず, わしの父を殺した, 名をドュ・シャテル18という奴をこちらに差し出せ｣ (681f.) と,
私怨剥き出しの要求をしてきた. その彼にラ・イールは太子から預かって来た手袋を投げ, 太子
は一騎士として国を賭けた決闘で, これまでの決着をつけようとしておられる, そう告げると,
彼の方は ｢きっと自分のものになる国のために, そんなことをする必要など, わしには更々ない
わい. そんなに戦いたいなら, オルレアンの前でわしに会えるだろう. わしは明日そこに行くつ
もりだからなと応え, ワッハッハと笑いながら背を向け｣ (691ff.), 去って行った. このブルグ
ント公の言葉は, 臆病にもシノンの宮殿に引きこもっている太子に, そこを出て, オルレアンを
援けに来い, そこでお前を打ち取ってやる, という挑発である.
太子に託されたもう一つの外交工作は, あの ｢神託｣ 解釈の最初のもので, イザボの母親とし
ての心に望みを掛けるものであったが, 前前項で見たとおり, カール憎しで凝り固まっている彼
女のサン・ドニ教会での振る舞いを報告されると, 太子は ｢母上, ああ母上｣ と絶望の声を上げ
るしかなかった. そして今はあの預言を解釈し直し, ソレルの愛に望みを託している. しかし現
実は厳しく, オルレアンのデュノワ男爵やその市民代表, そしてソレルもこの太子に戦うよう勧
めるが, 軍資金は底をつき, 兵力は給金遅配で騒いでいる傭兵だけで, 最後の望みだった外交工
作も失敗したため, 太子はオルレアンの救援を諦める決心し, 否それどころか, もはやこのシノ
ンも捨てて, ロワール河を渡り, 退却するしかないと考える. デュノワはこんな太子に,
















(Lebet wohl!)｣ (872) と言い残して去る. ブルグント公の私怨の原因を作ったデュ・シャテル































予の民 (Volk) に命を無益に捨てさせ, 820
予の市と町を灰燼に帰すことになろう.
あの自然に反する (unnatrlich) 母のように, 剣で
予の子 (mein Kind) の町と市を二つに分けろというのか.
それはできぬ. 子が生きられるよう, 予は子を諦めるのだ.










の第 1 幕の場では, 男らしくないカール太子と勇敢なデュノワ男爵を対照的に描き出し, 全体の
流れとしては後者に観客の共感が向かうよう創作している.
とにかく, シノンの宮廷はこのような切羽詰まった状況で, 太子は決断し, 退却を命じた. そ
こに突然, 連敗に次ぐ連敗のフランス側が勝利したという知らせがもたらされ, 肩を落として帰







本文中の ( ) 内と引用詩句の左の数字は紙の節約のために, 次の版がシラーのこの作品に付した詩行
数に依った. Schillers Werke, Nationalausgabe, Hrsg. Benno von Wiese u. Lieselotte Blumenthal,
Weimar, Hermann Bhlaus Nachfolger 1948. B. 9.
１ この生年月日は Meyers Konnversations-Lexikon 4. Aufl. Leipzig u. Wien. Verl. des Biblio-
graphischen Instituts, 1890. in 19 Bdn. B. 9. S. 183. によるが, Der groe Brockhaus in 12 Bdn.
1979. B. 6. S. 9. では ｢1410 と 1420 年の間｣ とあり, それは現代の科学的厳密さに従えば, 特定でき
ないことを示している. レクラムの 1992 年印刷の Erluterungen und Dokumente. Friedrich
Schiller, Die Jungfrau von Orleansでは, この作品の ｢素材と伝承｣ で, ｢歴史上のジャン・ダル
ク｣ が生きながら火あぶりの刑に処せられた時, ｢彼女は 19 歳であった｣ (S. 46.) とある. この 19 と
いう年齢は 19 世紀末の百科辞典の記述に合っている. それ故シラーはこれと同種の典拠に従って創
作したと思わるので, そちらの方を記した.
また, Jeanne の発音はフランス語でジャン [da(a:)n], 英語名は Joan となり, その発音はジョア
ン [doan] である. 日本ではジャンヌと呼ばれているが, どうしてその発音になったのだろうか. な
お, その名はドイツ語ではヨハンナ (Johanna) となり, シラーもそれを使っている.
２ 本文中に記したように, 在位の始まりが 1422 年と 1429 の二つあるのは, こういう事情からである.
彼の父である先王が亡くなった年からとすれば, 前者から始まるのが普通である. しかし, その同年
に百年戦争のライバルであった英国王ハインリッヒ 5 世 (Heinrich Ⅴ. 在位 1413-22) も亡くなり,
その子がハインリッヒ 6 世 (Heinrich Ⅵ. 在位 1422-61) として英国王となり, 同時にフランスの伝
令使はサン・ドニ (Saint-Denis) 大修道院で, ｢神の恵みによりフランスとイギリスの国王となられ
たハインリッヒ 6 世万歳｣ を叫んでいたし, 太子の方はそれ以前からパリとブルゴーニュに ｢王太子｣
としての資格を認められず, 彼の狭くなった領地を逃げ回っていたというのが実情であった. 後者の
1429 年は, 乙女ジャンの助けにより, ランスで正式に戴冠した年である.
３ 作品, 手紙などの引用は Schillers Werke, Nationalausgabe, Hermann Bohlaus Nachfolger,
Weimar 1948ff.により, それを NA と略し, 次に巻と頁数を示す. NA. B. 42. S. 305. u. 636f.
４ Vgl., Erluterungen und Dokumente; Fiedrich Schiller, Die Jungfrau von Orleans. Reclam,
Stuttgart, 1992. S. 53f.
５ Vgl., ebda. S. 55.





	R. Brockhaus Verlag Wuppertal. 2. Aufl. S. 339.





Hrsg. Helmut Brandt, Aufbau-Verlag, Berlin und
Weimar 1987. S. 27.
10 ebda., S. 26.
11 Meyers Konversations-Lexikon, Verl. des Bibliographisches Institut, 4. Aufl. Leipzig und Wien
1890. B. 9. S. 26.






13 この戯曲では, パリ・サン・ドニ教会での戴冠式の状況を太子に報告するラ・イールの台詞 (718)
で一度名前が出てくるだけで, 戯曲内でイギリス側の中心人物は騎士トルボトとライオネルである.
14 Vgl., 注 11 の出典と同じ. この百科事典は前々世紀出版であるため古い事項に関しては, 現代の事典
にはない, このような詳細な記述がある.
15 聖書にはこのような記述が多くあるが, 例えば ｢ルカによる福音書｣ 第 4 章第 16-30 節参照.
16 NA. B. 2. S. 366.
17 歴史上の彼女がカール 7 世に影響力を持つのは 1442 年からで, ヨハンナが登場する 1429 年よりずっ
と後のことである. シラーが彼女をここに移したのは, ヨハンナ, イザボそして彼女という三人の女
の違いを対照的に描き出すためであろう.
18 歴史上の Tanneguy Duchatel (1368? - 1449 ?) は太子と懇意にしていた人物というだけで, この戯
曲で描かれている時代の宮廷でも戦場でもそのような役は何も果たしていない.
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